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第 13 回 ウルトラ FM 番組審議会 

 

１ 開催年月日 

   令和 3 年 12 月 24 日（金） 10：00～11：00 

 

２ 開催場所  

   須賀川市民交流センターtette3 階（3-2） 

 

３ 委員の出席 

   委員総数   6 人 

   出席委員数  6 人 

 

 （１）出席委員の氏名 

     堀江祐介（会長） 

安藤清美 （副会長） 

村上香織 

横山知佳 

久保木彩歌 

真壁正人 

 

 （２）欠席委員の氏名 

     なし 

  

（３）放送事業者側出席者 

     菊地大介（代表取締役社長） 

栁沼宏延（放送局長） 

鈴木辰也（営業課長） 

      

４ あいさつ 

  （堀江委員長） 

   今年が残り 10 日となり、カウントダウンに入った。前回開かれた委員会以後、まちなかでは

須賀川リーゼントによるイベントや、ロジマも開催され、県内外から多くの人が須賀川に訪れ

賑わった。新型コロナウイルス感染拡大が収まりつつある今、まちに人が来ることはとてもう

れしい。また、イルミネーションの点灯式も行われ、少しでも街がにぎやかになれば。また、

こぷろ須賀川も新たな事業を展開することは、まちにとってもとても楽しみに思う。 
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（菊地社長） 

    2021 年は、新型コロナウイルス感染拡大がある中での運営を行い、当初はこの影響により

スポンサーが減少することを考えていたが、その影響は少なく、FM 事業では 3 年間黒字とな

った。その理由では、新型コロナウイルス感染拡大に伴うイベントが少なかったが、動画配信

事業などが増え、また市の委託事業としてワークショップ事業を行うことで、安定経営となっ

た。来年 1 月 11 日でウルトラ FM が開局して 3 年となり次のステージに繋げるため、エンタ

ーテインメント事業を立ち上げた。その第一弾事業として、つじむらゆみこさんの CD アルバ

ムをリリース。エンターテインメント事業では、文化事業として地域に根差した事業として、

各地で行われる催しやイベントにアーティストを派遣。また、アフターコロナとしてのメディ

ア事業として、3 月にはプロジェクションマッピング事業を進めている。ラジオ、エンターテ

インメント事業ともに、皆さんのご支援お願いしたい。 

 

５ 議題 

（１）「須賀川まちなかイルミネーション」（１１月２６日放送分）について 

（２）その他 

 

６ 議事の概要 

（１）「須賀川まちなかイルミネーション」（１１月２６日放送分）について 

事務局からの概要説明の後、意見聴取を行った。 

 

（村上委員） 

  とても良い番組だった。幼稚園児の歌声が良く、歌の選曲も良く、その場が目に見えるように

思えた。イルミネーション点灯のカウントダウンがとても良く、また、かつて須賀川にあった赤

トリヰの話が出るなど、当時の様子が懐かしく思えた。気になる点では、一部で人物を紹介する

ところでの話し方でした。そのほかの話では、2 月からまちなかでつるし飾りのイベントがある。 

 

（真壁委員） 

  須賀川でイルミネーションを行っていることでまちなかが活気づいていることがラジオを通

じて伝えられたことは、とても良かった。 

 

（久保木委員） 

  パーソナリティの堀江さんの話し方が滑らかで、耳にも落ち着いた感じで聴け、ほっこりする

話も聞けた。12 月になるとイルミネーションが当たり前に感じていたが、普段と違うまちなか

のイルミネーションに感じた。 
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（横山委員） 

  とてもワクワクした感じで聴け、幼稚園児の歌声がとても元気に聴こえ、まちが活気づいてい

る様子を感じた。昔の商店街で抽選会を行い賑わっていた話も聞けて良かった。幼稚園児の歌声

は元気を感じ、楽しさを感じた。番組を通じてまちなかがイルミネーションで輝いている姿が伝

わったと思う。  

 

（安藤副委員長） 

  番組構成が良かった。市民交流センターtette の松明ホール外で生中継を行ったが、当時の天

気などを伝えるなど、放送内容はとても臨場感があった。イルミネーションのテーマ「街に灯り

を！街に元気を！街ににぎわいを！」が震災後から続いていることにとても共感を得た。園児の

歌声を聞いたときに〝寒い中やっているのかな″と思ったが、録音で良かった。須賀川まちづく

り推進協議会中部地区整備推進プロジェクト委員会の委員長である吉田さんが出演したことで

実施への思いを感じた。飛び入りだと思うが、歌声を披露した園児の保護者の感想がとても良か

った。 

 

（堀江委員長） 

  パーソナリティである息子のことだが、話の話題が途中で切れ、間を繋げる技術は、まだ弱い

と感じた。全体的に良かった。園児の歌声は良く、事前に歌声を披露する施設の放送時間を伝え

ることで多くの保護者が聴けたかもしれない。このイルミネーションの事業は震災復興グループ

で行っているので、少し話を膨らませても良かったのではないかと思う。 

 

（２）その他 

（堀江委員長） 

 現在、ウルトラ FM では小･中学校の校歌を放送しているが、高校の校歌や応援歌を流してほ

しい。須賀川 1 小の復興ソングに大黒摩季さんの曲があるのでラジオで放送してほしい。3.11 の

時にでも検討してほしい。また、健康に関するコーナーを作ってみてはどうか。 

 

（久保木委員） 

  パーソナリティが、月に 1 回か 1 週間で良いので、同じテーマでやってみてはどうか。毎回違

うと、送りたくてもその時に送れないことがあるので、検討してほしい。懸賞クイズもコーナー

に取り入れても面白いと思う。 

 

（柳沼放送局長） 

皆さんの意見を今後の番組運営に反映していきたい。 
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 （久保木委員） 

   ウルトラ FM では、色々な番組制作を行っていると思うが、番組のジングルが聞きなれている

のか、お客さんから FM のジングルの話題からお話することがあり、そこから tette の話、まち

の話と広がることがある。 

 

7 報告 

事務局の栁沼局長から、番組の一部改編及び、今後の特別番組放送内容について説明が行われた。 

 

8 審議会の答申又は意見に対してとった措置の内容及び年月日 

   ・特になし 

 

9 審議会の意見の概要の公表 

公表方法：自社ホームページへの掲載 

公表内容：本議事録 

公表年月日：令和 3 年 12 月 28 日 

 

10 その他の事項 

次回の放送番組審議会日程について 

  ・令和 4 年 3 月を予定。開催日は会長と相談の上決定し、委員に連絡する。 


